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ニュース
❽

事務室だより
職員動向

　
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
二
月
に
積
雪

に
よ
り
屋
根
が
崩
落
し
、
閉
館
し
た
夕
張
市
立

美
術
館
。
有
島
記
念
館
で
は
、
同
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た
作
品
群
を
展
示
す
る
企
画
展
「
夕
張

市
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
　
炭
都
・
夕
張
の

美
術
遺
産
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
夕
張
か
ら
産
出
さ
れ
た
石
炭
は
、
明
治
期
か

ら
高
度
経
済
成
長
期
に
至
る
ま
で
全
国
の
鉄
鋼

所
や
発
電
所
な
ど
に
供
さ
れ
て
、
日
本
の
工
業

発
展
を
根
本
か
ら
支
え
つ
づ
け
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
日
本
の
産
業
を
支
え
続
け
た
炭
都
・
夕

張
の
往
時
を
伝
え
る
作
品
群
は
、
夕
張
市
の
文

化
遺
産
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
知
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ニ
セ
コ
町
は
、
大
正
期
よ
り
製
紙
工
場
な
ど

へ
電
力
を
供
給
す
る
水
力
発
電
所
が
三
箇
所
立

地
し
て
お
り
、
夕
張
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
出
地

と
い
う
共
通
項
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
、

ニ
セ
コ
町
は
地
中
熱
の
利
用
な
ど
、
地
域
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
政
策
を
と
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
抱
い
て

い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　
当
館
が
顕
彰
す
る
作
家
・
有
島
武
郎
は
、
ニ

セ
コ
の
地
に
「
相
互
扶
助
」
の
理
念
を
遺
し
て

世
を
去
り
ま
し
た
。
夕
張
市
美
術
館
の
閉
館
に

よ
っ
て
、
そ
の
収
蔵
作
品
は
展
覧
の
機
会
を
失

い
ま
し
た
。
そ
の
作
品
群
を
広
く
紹
介
す
る
こ

と
は
、
文
化
施
設
同
士
の
助
け
合
い
で
あ
り
、

有
島
の
「
相
互
扶
助
」
思
想
の
体
現
で
も
あ
り

ま
す
。

　
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
シ
ホ
ロ
カ

ベ
ツ
川
が
削
っ
た
深
い
谷
あ
い
の
森
林
地
帯
に
、

石
炭
層
が
発
見
さ
れ
ま
す
。
そ
の
発
見
に
よ
っ

て
、
わ
ず
か
数
年
の
間
に
狭
隘
な
谷
底
に
は
炭

鉱
施
設
が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
を
臨
む
谷
の
斜
面

に
は
炭
鉱
住
宅
が
ひ
し
め
き
合
い
、
炭
鉱
街
が

形
成
さ
れ
ま
し
た
。
人
口
の
増
加
と
と
も
に
、

炭
鉱
労
働
者
を
中
心
と
し
て
文
化
・
芸
術
活
動

も
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
す
。
美
術
活
動
に
お

い
て
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
「
夕
張

美
術
協
会
」
が
結
成
。
戦
後
も
炭
鉱
労
働
組
合

の
サ
ー
ク
ル
活
動
か
ら
美
術
グ
ル
ー
プ
が
生
ま

れ
、
活
発
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
、
こ
の
よ
う

な
夕
張
の
美
術
活
動
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
の

収
集
・
公
開
、
ま
た
発
表
の
場
を
提
供
す
る
た

め
に
、
夕
張
市
立
美
術
館
は
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
二
月

に
積
雪
に
よ
り
屋
根
が
崩
落
。
そ
の
二
年
前
の

夕
張
市
の
財
政
破
綻
の
影
響
も
あ
り
、
残
念
な

が
ら
閉
館
に
至
り
ま
す
。
幸
い
に
し
て
作
品
に

損
傷
は
な
く
、
夕
張
市
内
施
設
に
現
在
も
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
夕
張
市
美
術
館
収
蔵
作
品
か
ら

炭
鉱
の
風
景
を
多
く
描
い
た
小
林
政
雄
や
畠
山

哲
雄
な
ど
の
作
品
を
は
じ
め
、
有
島
武
郎
に
ゆ

か
り
の
あ
る
武
者
小
路
実
篤
や
、
夕
張
や
北
海

道
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
の
油
彩
、
水
彩
、
書
、

立
体
作
品
な
ど
五
十
点
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
夕
張
市
教

育
委
員
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
当
館
で
は
、
町
内
唯
一
の
博
物
館
施
設
と
し

て
地
域
に
残
さ
れ
た
産
業
遺
産
な
ど
の
保
存
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
度
か

ら
は
、
鉄
道
遺
産
で
あ
る
「
旧
新
得
機
関
区
転

車
台
」
の
整
備
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
年
度
も

継
続
し
て
整
備
に
当
た
る
と
と
も
に
、
鉄
道
遺

産
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み

も
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
企
画
展
「
荒
川
好

夫
写
真
展
　
北
海
道
　
冬
　
〜
蒸
気
機
関
車
C

62
栄
光
の
記
録
」
と
そ
の
関
連
事
業
で
す
。

　
荒
川
好
夫
氏
は
、一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）

年
に
東
京
に
生
ま
れ
、
東
京
写
真
短
期
大
学

（
現
・
東
京
工
芸
大
学
）卒
業
後
の
一
九
六
八（
昭

和
四
十
三
）年
か
ら
は
、日
本
国
有
鉄
道（
国
鉄
）

本
社
広
報
部
の
専
属
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
、
国

鉄
の
広
報
及
び
宣
伝
用
写
真
撮
影
に
従
事
し
ま

「
夕
張
市
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　炭
都
・
夕
張
の
美
術
遺
産
」
展
の
開
催

「
荒
川
好
夫
写
真
展
　
北
海
道
　
冬

　〜
蒸
気
機
関
車
Ｃ
62
栄
光
の
記
録
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
開
催

題字は有島武郎令弟・里見弴(作家)の揮毫

も　く　じ

平
成
二
十
六
年
度
の
話
題

平
成
二
十
六
年
度
の
話
題



す
。
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
は
、
鉄

道
写
真
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
有
限
会
社
レ
イ

ル
ウ
エ
イ
ズ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
Ｒ
Ｇ
Ｇ
）
を
設

立
。
日
本
を
代
表
す
る
鉄
道
写
真
家
と
し
て
、

全
国
の
鉄
道
風
景
を
追
い
な
が
ら
、
現
在
に
至

り
ま
す
。

　
荒
川
氏
は
、
一
九
七
一
年
、
函
館
本
線
小
樽

│
長
万
部
間
﹇
通
称
・
山
線
﹈
を
日
本
最
大
の

蒸
気
機
関
車
「
Ｃ
62
形
」
が
雪
原
を
走
る
最
後

の
姿
を
追
い
求
め
、
北
海
道
へ
と
渡
り
ま
す
。

そ
し
て
、
Ｃ
62
が
重
連
（
二
両
）
が
け
ん
引
す

る
急
行
「
ニ
セ
コ
」
を
、
小
樽
築
港
機
関
区
の

出
区
か
ら
、
オ
タ
モ
イ
、
稲
穂
、
倶
知
安
、
目

名
と
い
う
急
勾
配
・
急
曲
線
が
連
続
す
る
隘
路

を
経
て
、
長
万
部
に
至
る
道
の
り
を
走
行
す
る

姿
や
、
定
時
運
行
に
全
力
を
尽
く
す
乗
務
員
の

姿
な
ど
を
記
録
し
て
い
き
ま
し
た
。
本
展
で
は
、

こ
の
時
撮
影
さ
れ
た
五
七
点
の
作
品
を
主
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
荒
川
氏
の
視
線
は
、
本
州
連
絡
の
重
責
を
担

う
列
車
を
定
時
運
行
さ
せ
よ
う
と
極
寒
の
中
で

奮
闘
す
る
鉄
道
職
員
、
そ
の
一
方
で
温
か
い
車

内
で
く
つ
ろ
ぐ
乗
客
、
そ
し
て
、
白
い
雪
原
を

驀
進
す
る
C
62
重
連
が
け
ん
引
す
る
急
行
「
ニ

セ
コ
」
を
重
層
的
に
捉
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
作
品
は
、
単
な
る
鉄
道
車
両
を
撮
影
し
た
作

品
群
で
は
な
く
、
急
行
「
ニ
セ
コ
」
を
巡
る
1

つ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
、
見
る
者
を

魅
了
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
失
わ
れ
た
鉄

道
や
生
活
風
景
が
存
在
し
、
当
時
の
時
代
の
匂

い
を
感
じ
さ
せ
る
貴
重
な
記
録
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
展
で
は
、
荒
川
氏
が
撮
影
し

た
一
九
七
一
年
当
時
の
ニ
セ
コ
駅
周
辺
の
記
録

写
真
も
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
し
た
。
特
に
、
ニ

セ
コ
駅
待
合
室
を
撮
影
し
た
作
品
を
観
た
ニ
セ

コ
町
在
住
の
来
場
者
に
は
、
知
人
の
若
き
日
の

姿
を
発
見
す
る
な
ど
、
時
を
越
え
た
出
会
い
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
関
連
事
業
で
は
、
転
車
台
と
殖
民
軌
道
真
狩

線
跡
と
そ
こ
に
繁
茂
し
た
植
物
を
観
察
す
る
見

学
会
を
九
月
十
四
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
転
車

台
見
学
会
を
前
に
し
て
、
荒
川
氏
、
持
田
誠
氏

（
帯
広
百
年
記
念
館
学
芸
調
査
員
）
、
市
野
揚

子
氏
（
交
通
新
聞
社
）
が
整
備
に
取
り
組
み
、

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
以
来
の
転
車
台
の
動

態
復
元
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
見
学
会

の
際
、
来
場
者
を
転
車
台
に
載
せ
て
回
転
さ
せ

る
と
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

続
く
殖
民
軌
道
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
で
は
、
持
田

氏
の
解
説
に
よ
っ
て
、
殖
民
軌
道
の
役
割
や
普

段
は
「
雑
草
」
と
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
て
い
る

植
物
に
も
名
前
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
解
説
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
荒
川
好
夫

氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
一
）
常
設
展
示
室

来
場
者
数

八
、
二
〇
〇
人

　
﹇
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十

　
　
七
年
三
月
三
十
一
日
﹈

（
二
）
特
別
展
示
室

あ
べ
弘
士
原
画
展

期
間
　
平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
六
日
〜
六

月
三
十
日

来
場
者
数
　
一
、
九
八
七
人

夕
張
市
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

炭
都
・
夕
張
の
美
術
遺
産
　
ニ
セ
コ
展

期
間
　
平
成
二
十
六
年
七
月
十
二
日
〜
九
月

七
日

来
場
者
数
　
二
、
二
九
三
人

荒
川
好
夫
写
真
展
　
北
海
道
　
冬

　
〜
蒸
気
機
関
車
Ｃ
62
栄
光
の
記
録
〜

期
間
　
平
成
二
十
六
年
九
月
十
二
日
〜
平
成

二
十
七
年
二
月
二
十
二
日

来
場
者
数
　
三
、
二
二
一
人

※

十
月
十
六
日
〜
十
一
月
三
十
日
の
間
は
、

　
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催

2

平
成
二
十
六
年
度
活
動
報
告

平
成
二
十
六
年
度
活
動
報
告

一
、
展
示
事
業

第
二
十
六
回
有
島
武
郎
青
少
年
公
募
絵
画
展

期
間

　平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
〜
十

一
月
十
六
日

来
場
者
数

　五
三
二
人

応
募
点
数

　三
三
〇
点

入
賞
・
入
選
点
数

　一
〇
二
点

有
島
武
郎
賞

「
夕
空
の
牛
」
福
田
真
子

　（
北
海
道
札
幌
南
高
等
学
校
一
年
）

有
島
記
念
館
若
手
作
家
展
Ⅱ

　

―
Shiribeshi―

新
見
亜
矢
子
作
品
展
　
山
下
隆
博
写
真
展

　―

吹
雪
の
日
／
凪
の
海―

期
間

　平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
〜
六

月
七
日

来
場
人
数

　一
七
四
人

　
　
　
　
　（
三
月
三
十
一
日
ま
で
）

（
三
）
常
設
展
示
室
内
小
部
屋
（
二
階
）

し
り
べ
し
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ロ
ー
ド
共
同
展

「
百
科
事
典
」
人
物
事
典

期
間

　平
成
二
十
六
年
七
月
十
七
日
〜
八
月

二
十
四
日

来
場
者
数

　一
、
四
〇
四
人

（
四
）
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー

有
島
記
念
館
若
手
作
家
展
Ⅲ

平
成
の
「
生
れ
出
づ
る
悩
み
」
２
０
１
４
展

期
間

　平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
〜
六

月
七
日

来
場
人
数

　一
七
四
人

　
　
　
　
　（
三
月
三
十
一
日
ま
で
）

展
示
事
業
来
場
者
（
延
べ
人
数
）
：

　
　
　
　
　
　
　
　一
七
、
九
八
五
人

（
五
）
展
示
協
力

藤
倉
英
幸
室
蘭
特
別
展

　
静
か
な
風
を
聴
き
な
が
ら

期
間

　平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
〜
五
月
六
日

会
場

　室
蘭
市
民
美
術
館

企
画
展
　
シ
リ
ー
ズ
北
を
描
く
２
０
１
４

藤
倉
英
幸
展
　
静
か
な
風
を
聴
き
な
が
ら

期
間

　平
成
二
十
六
年
八
月
二
日
〜
八
月
三

十
一
日

会
場

　網
走
市
立
美
術
館

特
別
展
　
藤
倉
英
幸
　
貼
り
絵
の
世
界

　
北
の
風
景
に
想
い
を
よ
せ
て

期
間

　平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
三
日
〜
平

成
二
十
七
年
二
月
一
日

会
場

　滝
川
市
美
術
自
然
史
館

平
成
の
「
生
れ
出
づ
る
悩
み
」
２
０
１
４
展 

岩
内
展

期
間

　平
成
二
十
六
年
十
一
月
八
日
〜
十
二

月
七
日

会
場

　木
田
金
次
郎
美
術
館

第
十
二
回
星
座
忌
（
共
催
事
業
）

日
時

　平
成
二
十
六
年
六
月
七
日

　十
三
時

開
始

参
加
者

　七
十
三
人

主
催

　土
の
香
の
会

星
座
忌
コ
ン
サ
ー
ト

「
札
幌
コ
ダ
ー
イ
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時

　平
成
二
十
六
年
六
月
七
日

　十
三
時

四
十
分
開
始

指
揮
者

　中
村
隆
夫
（
北
海
道
教
育
大
学
名

　誉
教
授
）

出
演

　札
幌
コ
ダ
ー
イ
合
唱
団

参
加
者

　七
十
三
名

チ
ェ
ン
バ
ロ
と
朗
読
の
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

　平
成
二
十
六
年
六
月
十
四
日

　十
四

時
開
始

出
演

　明
楽
み
ゆ
き
（
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
）、

当
館
職
員

参
加
者

　二
十
八
名

3
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敬
称
略



す
。
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
は
、
鉄

道
写
真
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
有
限
会
社
レ
イ

ル
ウ
エ
イ
ズ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
Ｒ
Ｇ
Ｇ
）
を
設

立
。
日
本
を
代
表
す
る
鉄
道
写
真
家
と
し
て
、

全
国
の
鉄
道
風
景
を
追
い
な
が
ら
、
現
在
に
至

り
ま
す
。

　
荒
川
氏
は
、
一
九
七
一
年
、
函
館
本
線
小
樽

│
長
万
部
間
﹇
通
称
・
山
線
﹈
を
日
本
最
大
の

蒸
気
機
関
車
「
Ｃ
62
形
」
が
雪
原
を
走
る
最
後

の
姿
を
追
い
求
め
、
北
海
道
へ
と
渡
り
ま
す
。

そ
し
て
、
Ｃ
62
が
重
連
（
二
両
）
が
け
ん
引
す

る
急
行
「
ニ
セ
コ
」
を
、
小
樽
築
港
機
関
区
の

出
区
か
ら
、
オ
タ
モ
イ
、
稲
穂
、
倶
知
安
、
目

名
と
い
う
急
勾
配
・
急
曲
線
が
連
続
す
る
隘
路

を
経
て
、
長
万
部
に
至
る
道
の
り
を
走
行
す
る

姿
や
、
定
時
運
行
に
全
力
を
尽
く
す
乗
務
員
の

姿
な
ど
を
記
録
し
て
い
き
ま
し
た
。
本
展
で
は
、

こ
の
時
撮
影
さ
れ
た
五
七
点
の
作
品
を
主
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
荒
川
氏
の
視
線
は
、
本
州
連
絡
の
重
責
を
担

う
列
車
を
定
時
運
行
さ
せ
よ
う
と
極
寒
の
中
で

奮
闘
す
る
鉄
道
職
員
、
そ
の
一
方
で
温
か
い
車

内
で
く
つ
ろ
ぐ
乗
客
、
そ
し
て
、
白
い
雪
原
を

驀
進
す
る
C
62
重
連
が
け
ん
引
す
る
急
行
「
ニ

セ
コ
」
を
重
層
的
に
捉
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
作
品
は
、
単
な
る
鉄
道
車
両
を
撮
影
し
た
作

品
群
で
は
な
く
、
急
行
「
ニ
セ
コ
」
を
巡
る
1

つ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
、
見
る
者
を

魅
了
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
失
わ
れ
た
鉄

道
や
生
活
風
景
が
存
在
し
、
当
時
の
時
代
の
匂

い
を
感
じ
さ
せ
る
貴
重
な
記
録
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
展
で
は
、
荒
川
氏
が
撮
影
し

た
一
九
七
一
年
当
時
の
ニ
セ
コ
駅
周
辺
の
記
録

写
真
も
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
し
た
。
特
に
、
ニ

セ
コ
駅
待
合
室
を
撮
影
し
た
作
品
を
観
た
ニ
セ

コ
町
在
住
の
来
場
者
に
は
、
知
人
の
若
き
日
の

姿
を
発
見
す
る
な
ど
、
時
を
越
え
た
出
会
い
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
関
連
事
業
で
は
、
転
車
台
と
殖
民
軌
道
真
狩

線
跡
と
そ
こ
に
繁
茂
し
た
植
物
を
観
察
す
る
見

学
会
を
九
月
十
四
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
転
車

台
見
学
会
を
前
に
し
て
、
荒
川
氏
、
持
田
誠
氏

（
帯
広
百
年
記
念
館
学
芸
調
査
員
）
、
市
野
揚

子
氏
（
交
通
新
聞
社
）
が
整
備
に
取
り
組
み
、

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
以
来
の
転
車
台
の
動

態
復
元
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
見
学
会

の
際
、
来
場
者
を
転
車
台
に
載
せ
て
回
転
さ
せ

る
と
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

続
く
殖
民
軌
道
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
で
は
、
持
田

氏
の
解
説
に
よ
っ
て
、
殖
民
軌
道
の
役
割
や
普

段
は
「
雑
草
」
と
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
て
い
る

植
物
に
も
名
前
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
解
説
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
荒
川
好
夫

氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
一
）
常
設
展
示
室

来
場
者
数

八
、
二
〇
〇
人

　
﹇
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十

　
　
七
年
三
月
三
十
一
日
﹈

（
二
）
特
別
展
示
室

あ
べ
弘
士
原
画
展

期
間
　
平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
六
日
〜
六

月
三
十
日

来
場
者
数
　
一
、
九
八
七
人

夕
張
市
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

炭
都
・
夕
張
の
美
術
遺
産
　
ニ
セ
コ
展

期
間
　
平
成
二
十
六
年
七
月
十
二
日
〜
九
月

七
日

来
場
者
数
　
二
、
二
九
三
人

荒
川
好
夫
写
真
展
　
北
海
道
　
冬

　
〜
蒸
気
機
関
車
Ｃ
62
栄
光
の
記
録
〜

期
間
　
平
成
二
十
六
年
九
月
十
二
日
〜
平
成

二
十
七
年
二
月
二
十
二
日

来
場
者
数
　
三
、
二
二
一
人

※

十
月
十
六
日
〜
十
一
月
三
十
日
の
間
は
、

　
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催

2

平
成
二
十
六
年
度
活
動
報
告

平
成
二
十
六
年
度
活
動
報
告

一
、
展
示
事
業

第
二
十
六
回
有
島
武
郎
青
少
年
公
募
絵
画
展

期
間

　平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
〜
十

一
月
十
六
日

来
場
者
数

　五
三
二
人

応
募
点
数

　三
三
〇
点

入
賞
・
入
選
点
数

　一
〇
二
点

有
島
武
郎
賞

「
夕
空
の
牛
」
福
田
真
子

　（
北
海
道
札
幌
南
高
等
学
校
一
年
）

有
島
記
念
館
若
手
作
家
展
Ⅱ

　

―
Shiribeshi―

新
見
亜
矢
子
作
品
展
　
山
下
隆
博
写
真
展

　―

吹
雪
の
日
／
凪
の
海―

期
間

　平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
〜
六

月
七
日

来
場
人
数

　一
七
四
人

　
　
　
　
　（
三
月
三
十
一
日
ま
で
）

（
三
）
常
設
展
示
室
内
小
部
屋
（
二
階
）

し
り
べ
し
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ロ
ー
ド
共
同
展

「
百
科
事
典
」
人
物
事
典

期
間

　平
成
二
十
六
年
七
月
十
七
日
〜
八
月

二
十
四
日

来
場
者
数

　一
、
四
〇
四
人

（
四
）
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー

有
島
記
念
館
若
手
作
家
展
Ⅲ

平
成
の
「
生
れ
出
づ
る
悩
み
」
２
０
１
４
展

期
間

　平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
〜
六

月
七
日

来
場
人
数

　一
七
四
人

　
　
　
　
　（
三
月
三
十
一
日
ま
で
）

展
示
事
業
来
場
者
（
延
べ
人
数
）
：

　
　
　
　
　
　
　
　一
七
、
九
八
五
人

（
五
）
展
示
協
力

藤
倉
英
幸
室
蘭
特
別
展

　
静
か
な
風
を
聴
き
な
が
ら

期
間

　平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
〜
五
月
六
日

会
場

　室
蘭
市
民
美
術
館

企
画
展
　
シ
リ
ー
ズ
北
を
描
く
２
０
１
４

藤
倉
英
幸
展
　
静
か
な
風
を
聴
き
な
が
ら

期
間

　平
成
二
十
六
年
八
月
二
日
〜
八
月
三

十
一
日

会
場

　網
走
市
立
美
術
館

特
別
展
　
藤
倉
英
幸
　
貼
り
絵
の
世
界

　
北
の
風
景
に
想
い
を
よ
せ
て

期
間

　平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
三
日
〜
平

成
二
十
七
年
二
月
一
日

会
場

　滝
川
市
美
術
自
然
史
館

平
成
の
「
生
れ
出
づ
る
悩
み
」
２
０
１
４
展 

岩
内
展

期
間

　平
成
二
十
六
年
十
一
月
八
日
〜
十
二

月
七
日

会
場

　木
田
金
次
郎
美
術
館

第
十
二
回
星
座
忌
（
共
催
事
業
）

日
時

　平
成
二
十
六
年
六
月
七
日

　十
三
時

開
始

参
加
者

　七
十
三
人

主
催

　土
の
香
の
会

星
座
忌
コ
ン
サ
ー
ト

「
札
幌
コ
ダ
ー
イ
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時

　平
成
二
十
六
年
六
月
七
日

　十
三
時

四
十
分
開
始

指
揮
者

　中
村
隆
夫
（
北
海
道
教
育
大
学
名

　誉
教
授
）

出
演

　札
幌
コ
ダ
ー
イ
合
唱
団

参
加
者

　七
十
三
名

チ
ェ
ン
バ
ロ
と
朗
読
の
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

　平
成
二
十
六
年
六
月
十
四
日

　十
四

時
開
始

出
演

　明
楽
み
ゆ
き
（
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
）、

当
館
職
員

参
加
者

　二
十
八
名

3

有島武郎賞「夕空の牛」福田真子

二
、
普
及
事
業

※

敬
称
略



あ
べ
弘
士
講
演
会

日
時
　
平
成
二
十
六
年
六
月
十
九
日
　
十
八

時
開
始

講
師
　
あ
べ
弘
士
（
絵
本
作
家
）

参
加
者
　
四
十
一
名 

野
瀬
栄
進
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
平
成
二
十
六
年
七
月
十
二
日
　
十
八

時
開
始

出
演
　
野
瀬
栄
進（
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

参
加
者
　
一
二
六
名

旧
新
得
機
関
区
転
車
台
見
学
会

日
時
　
平
成
二
十
六
年
七
月
十
三
日
　
十
三

時
開
始

場
所
　
ニ
セ
コ
駅
構
内
転
車
台
周
辺

講
師
　
伊
藤
大
介
（
当
館
主
任
学
芸
員
）

参
加
者
　
二
名

夕
張
市
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
　
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク

日
時
　
平
成
二
十
六
年
七
月
十
九
日
　
十
三

時
開
始

講
師
　
上
木
和
正
（
元
夕
張
市
美
術
館
館
長
）、

伊
藤
大
介
（
当
館
主
任
学
芸
員
）

参
加
者
　
十
六
名

日
時
　
平
成
二
十
六
年
八
月
九
日
　
十
三
時

開
始

講
師
　
伊
藤
大
介
（
当
館
主
任
学
芸
員
）

参
加
者
　
十
九
名

車
い
す
で
絵
を
描
こ
う
〜
車
い
す
体
験
と
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜

日
時
　
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
三
日
　
十

四
時
開
始

講
師
　
伊
藤
恵
里
（
美
術
家
）

参
加
者
　
四
十
名

能
登
谷
安
紀
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

日
時
　
平
成
二
十
六
年
九
月
六
日
　
十
四
時

開
始

出
演
　
能
登
谷
安
紀
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
）
、
友
清
祐
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

参
加
者
　
八
十
九
名

荒
川
好
夫
講
演
会
「
回
想
・
函
館
山
線
」

日
時
　
平
成
二
十
六
年
九
月
十
三
日
　
十
四

時
開
始

講
師
　
荒
川
好
夫
（
鉄
道
写
真
家
）

参
加
者
　
四
十
一
名

転
車
台
・
殖
民
軌
道
跡
　
植
物
観
察
ウ
ォ
ー
ク

日
時
　
平
成
二
十
六
年
九
月
十
四
日
　
十
三

時
開
始

場
所
　
ニ
セ
コ
駅
構
内
転
車
台
周
辺

講
師
　
持
田
誠
（
帯
広
百
年
記
念
館
学
芸
調

査
員
）
、
伊
藤
大
介
（
当
館
主
任
学

芸
員
）

参
加
者
　
十
三
名

4

荒
川
好
夫
写
真
展
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
　
平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
日
　
十
三

時
開
始

講
師
　
伊
藤
大
介
（
当
館
主
任
学
芸
員
）

参
加
者
　
十
三
名

第
二
十
六
回
有
島
武
郎
青
少
年
公
募
絵
画
展

表
彰
式

日
時
　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
日
　
十
三

時
開
始

講
評
　
西
村
明
美
（
道
展
会
員
）

参
加
者
　
一
八
二
名

旧
新
得
機
関
区
転
車
台
見
学
会

日
時
　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
三
日
　
十
三

時
開
始

場
所
　
ニ
セ
コ
駅
構
内
転
車
台
周
辺

講
師
　
伊
藤
大
介
（
当
館
主
任
学
芸
員
）

参
加
者
　
二
十
五
名

朗
読
と
音
楽
の
調
べ

日
時
　
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
一
日
　
十

四
時
開
始

出
演
　
田
村
英
一
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、

佐
藤
洋
一
（
ギ
タ
リ
ス
ト
）

参
加
者
　
六
十
五
名

第
十
五
回
宮
山
登
山
会

日
時
　
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
　
九

時
三
十
分
開
始

場
所
　
有
島
記
念
公
園
及
び
宮
山
周
辺

参
加
者
　
十
二
名

土
田
英
順
・
東
日
本
大
震
災

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
　
十

三
時
開
始

出
演
　
土
田
英
順
（
チ
ェ
リ
ス
ト
）、

　
　
　
鳥
居
は
ゆ
き
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

参
加
者
　
七
十
五
名

新
見
亜
矢
子
・
山
下
隆
博

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
　
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
二
日
　
十

三
時
開
始

出
演
　
新
見
亜
矢
子
（
画
家
）、

　
　
　
山
下
隆
博
（
写
真
家
）

参
加
者
　
十
二
名

普
及
事
業
参
加
者（
延
べ
人
数
）：
九
四
五
人

5

山下隆博氏 新見亜矢子氏



あ
べ
弘
士
講
演
会

日
時
　
平
成
二
十
六
年
六
月
十
九
日
　
十
八

時
開
始

講
師
　
あ
べ
弘
士
（
絵
本
作
家
）

参
加
者
　
四
十
一
名 

野
瀬
栄
進
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
平
成
二
十
六
年
七
月
十
二
日
　
十
八

時
開
始

出
演
　
野
瀬
栄
進（
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

参
加
者
　
一
二
六
名

旧
新
得
機
関
区
転
車
台
見
学
会

日
時
　
平
成
二
十
六
年
七
月
十
三
日
　
十
三

時
開
始

場
所
　
ニ
セ
コ
駅
構
内
転
車
台
周
辺

講
師
　
伊
藤
大
介
（
当
館
主
任
学
芸
員
）

参
加
者
　
二
名

夕
張
市
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
　
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク

日
時
　
平
成
二
十
六
年
七
月
十
九
日
　
十
三

時
開
始

講
師
　
上
木
和
正
（
元
夕
張
市
美
術
館
館
長
）、

伊
藤
大
介
（
当
館
主
任
学
芸
員
）

参
加
者
　
十
六
名

日
時
　
平
成
二
十
六
年
八
月
九
日
　
十
三
時

開
始

講
師
　
伊
藤
大
介
（
当
館
主
任
学
芸
員
）

参
加
者
　
十
九
名

車
い
す
で
絵
を
描
こ
う
〜
車
い
す
体
験
と
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜

日
時
　
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
三
日
　
十

四
時
開
始

講
師
　
伊
藤
恵
里
（
美
術
家
）

参
加
者
　
四
十
名

能
登
谷
安
紀
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

日
時
　
平
成
二
十
六
年
九
月
六
日
　
十
四
時

開
始

出
演
　
能
登
谷
安
紀
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
）
、
友
清
祐
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

参
加
者
　
八
十
九
名

荒
川
好
夫
講
演
会
「
回
想
・
函
館
山
線
」

日
時
　
平
成
二
十
六
年
九
月
十
三
日
　
十
四

時
開
始

講
師
　
荒
川
好
夫
（
鉄
道
写
真
家
）

参
加
者
　
四
十
一
名

転
車
台
・
殖
民
軌
道
跡
　
植
物
観
察
ウ
ォ
ー
ク

日
時
　
平
成
二
十
六
年
九
月
十
四
日
　
十
三

時
開
始

場
所
　
ニ
セ
コ
駅
構
内
転
車
台
周
辺

講
師
　
持
田
誠
（
帯
広
百
年
記
念
館
学
芸
調

査
員
）
、
伊
藤
大
介
（
当
館
主
任
学

芸
員
）

参
加
者
　
十
三
名

4

荒
川
好
夫
写
真
展
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
　
平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
日
　
十
三

時
開
始

講
師
　
伊
藤
大
介
（
当
館
主
任
学
芸
員
）

参
加
者
　
十
三
名

第
二
十
六
回
有
島
武
郎
青
少
年
公
募
絵
画
展

表
彰
式

日
時
　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
日
　
十
三

時
開
始

講
評
　
西
村
明
美
（
道
展
会
員
）

参
加
者
　
一
八
二
名

旧
新
得
機
関
区
転
車
台
見
学
会

日
時
　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
三
日
　
十
三

時
開
始

場
所
　
ニ
セ
コ
駅
構
内
転
車
台
周
辺

講
師
　
伊
藤
大
介
（
当
館
主
任
学
芸
員
）

参
加
者
　
二
十
五
名

朗
読
と
音
楽
の
調
べ

日
時
　
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
一
日
　
十

四
時
開
始

出
演
　
田
村
英
一
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）、

佐
藤
洋
一
（
ギ
タ
リ
ス
ト
）

参
加
者
　
六
十
五
名

第
十
五
回
宮
山
登
山
会

日
時
　
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
　
九

時
三
十
分
開
始

場
所
　
有
島
記
念
公
園
及
び
宮
山
周
辺

参
加
者
　
十
二
名

土
田
英
順
・
東
日
本
大
震
災

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
　
十

三
時
開
始

出
演
　
土
田
英
順
（
チ
ェ
リ
ス
ト
）、

　
　
　
鳥
居
は
ゆ
き
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

参
加
者
　
七
十
五
名

新
見
亜
矢
子
・
山
下
隆
博

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
　
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
二
日
　
十

三
時
開
始

出
演
　
新
見
亜
矢
子
（
画
家
）、

　
　
　
山
下
隆
博
（
写
真
家
）

参
加
者
　
十
二
名

普
及
事
業
参
加
者（
延
べ
人
数
）：
九
四
五
人
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（
一
）
新
聞
報
道

○
「
年
間
券
で
有
島
記
念
館
へ
　
今
月
導
入
　

通
常
料
金
値
下
げ
も
」

　
平
成
二
十
六
年
四
月
五
日
北
海
道
新
聞
朝
刊

﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
動
物
生
き
生
き
　
絵
本
原
画
二
十
九
点
」

　
平
成
二
十
六
年
五
月
九
日
北
海
道
新
聞
朝
刊

[

小
樽
・
後
志]

○
「
岩
内
、
ニ
セ
コ
　
七
月
か
ら
作
品
展
　
夕

張
の
記
憶
伝
え
た
い
　
木
田
美
術
館
、
有
島

記
念
館
　
旧
美
術
館
収
蔵
絵
画
な
ど
無
償
貸

し
出
し
」

　
平
成
二
十
六
年
五
月
十
七
日
北
海
道
新
聞
朝

刊
﹇
空
知
﹈

○
「
旧
夕
張
市
美
術
館
の
収
蔵
品
　
岩
内
、
ニ

セ
コ
で
特
別
展
」

　
平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
三
日
北
海
道
新
聞

朝
刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「〈
こ
れ
い
い
ね
！
〉
有
島
記
念
館
特
製
絵

は
が
き
　
羊
蹄
山
　
貼
り
絵
で
彩
り
豊
か
」

　
平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
日
北
海
道
新
聞
朝

刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
七
日
星
座
忌
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
平
成
二
十
六
年
六
月
三
日
北
海
道
新
聞
朝
刊

﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「〈
そ
ら
ち
日
誌
〉
夕
張
の
宝
物
　
も
っ
と

人
目
に
」

　
平
成
二
十
六
年
六
月
七
日
北
海
道
新
聞
朝
刊

﹇
空
知
﹈

○
「〈
三
面
鏡
〉
納
豆
食
べ
た
ゾ
ウ
は
？
」

　
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
一
日
北
海
道
新
聞

朝
刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
後
志
五
館
　
共
同
企
画
展
」
北
海
道
新
聞

夕
刊
　

　
平
成
二
十
六
年
七
月
三
日
北
海
道
新
聞
夕
刊

﹇
全
道
﹈

○
「
12
日
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
平
成
二
十
六
年
七
月
十
日
北
海
道
新
聞
朝
刊

﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
ア
ー
ト
味
わ
い
歴
史
学
ぶ
　
炭
都
の
に
ぎ

わ
い
今
に
　
有
島
記
念
館
で
「
夕
張
展
」」

　
平
成
二
十
六
年
七
月
十
三
日
北
海
道
新
聞
朝

刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
管
内
五
館
「
五
巻
の
百
科
事
典
」
に

　
し
り
べ
し
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ロ
ー
ド
共
同
展
」

　
平
成
二
十
六
年
七
月
十
六
日
北
海
道
新
聞
朝

刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「「
近
代
化
」
た
ど
る
作
品
群
　
夕
張
市
美

術
館
所
蔵
品
　
有
島
記
念
館
で
展
覧
会
」

　
平
成
二
十
六
年
八
月
五
日
北
海
道
新
聞
夕
刊

﹇
全
道
﹈

○
「
車
い
す
で
描
こ
う
　
巨
大
絵
」

　
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
日
北
海
道
新
聞
朝

刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
車
い
す
で
大
作
ア
ー
ト
　
障
害
者
へ
の
理

解
へ
催
し
」

　
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
四
日
北
海
道
新
聞

朝
刊
﹇
道
央
﹈

○
「
ニ
セ
コ
で
バ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
」

　
平
成
二
十
六
年
九
月
四
日
北
海
道
新
聞
朝
刊

﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
Ｓ
Ｌ
の
勇
姿
見
て
　
荒
川
さ
ん
が
写
真
展
」

　
平
成
二
十
六
年
九
月
十
三
日
北
海
道
新
聞
朝

刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
鉄
道
遺
産
の
価
値
　
再
発
見
　
転
車
台
を

見
学
　
ニ
セ
コ
で
ツ
ア
ー
」

　
平
成
二
十
六
年
九
月
十
五
日
北
海
道
新
聞
朝

刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
わ
が
館
自
慢
の
一
品
「
黒
百
合
会
の
学
生
た

ち
」

　
平
成
二
十
六
年
九
月
十
六
日
北
海
道
新
聞
朝

刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
雪
原
疾
走
　
Ｃ
62
の
勇
姿
　
ニ
セ
コ
　
鉄

道
写
真
家
・
荒
川
さ
ん
展
示
」

　
平
成
二
十
六
年
九
月
十
七
日
讀
賣
新
聞
﹇
小

樽
・
後
志
﹈

○
「
最
高
賞
に
福
田
さ
ん
　
ニ
セ
コ
・
有
島
少

年
絵
画
展
」

　
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
九
日
北
海
道
新
聞

朝
刊
﹇
全
道
﹈

○
「
ニ
セ
コ
の
産
業
遺
産
　
学
ぼ
う
」

　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
日
北
海
道
新
聞
朝

刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
有
島
武
郎
絵
画
展
　
福
田
さ
ん
ら
表
彰
」

　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
四
日
北
海
道
新
聞
朝

刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
静
か
に
問
い
か
け
る
原
発
　
岩
内
出
身
・

山
下
隆
博
さ
ん
写
真
集
」

　
平
成
二
十
七
年
二
月
二
日
北
海
道
新
聞
朝
刊

﹇
全
道
﹈

○
「
朗
読
と
音
楽
に
親
し
む
集
い
」

　
平
成
二
十
七
年
二
月
十
八
日
北
海
道
新
聞
朝

刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
米
国
詩
人
の
作
品
翻
訳
　
有
島
自
筆
稿
　

２
件
目
収
蔵
」

　
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
一
日
北
海
道
新
聞

朝
刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
慈
善
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
日
北
海
道
新
聞
朝

刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
画
家
新
見
さ
ん
、
写
真
家
山
下
さ
ん
若
手

作
家
が
自
作
解
説
」

　
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
三
日
北
海
道
新
聞

朝
刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
「
有
島
記
念
館
で
若
手
の
展
覧
会
」

　
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
六
日
北
海
道
新
聞

夕
刊
﹇
全
道
﹈

（
二
）
そ
の
他

○
「
広
報
ニ
セ
コ
」
連
載
「
こ
ん
に
ち
は
有
島

記
念
館
で
す
」

　
平
成
二
十
六
年
四
、
七
、
九
、
平
成
二
十
七

年
一
月
号

○
「
新
・
北
の
美
63
　
有
島
武
郎
　
羅
馬
古
城

壁
」

　
平
成
二
十
六
年
七
月
、
『
季
刊
Ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ

ｋ
ｅ
ｎ
』
一
七
六
号
、
北
海
道
国
際
交
流
・

協
力
総
合
セ
ン
タ
ー

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
・
北
海
道
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ

Ｒ
Ｓ「
ニ
セ
コ
町
に
有
島
記
念
館
を
訪
ね
て
」

　
平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日

○
テ
レ
ビ
番
組「
イ
チ
オ
シ
！
」北
海
道
テ
レ
ビ

　
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日
放
送

○
毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日
「
有
島
記
念
館
の

時
間
」
ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
　
ほ
か

（
一
）
寄

　
　贈

○
佐
野
力
様（
東
京
都
）よ
り

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
清
き
國
ぞ
と
あ
こ
が
れ
ぬ
」一
点

　
こ
の
他
、
全
国
の
文
学
館
、
美
術
館
を
は
じ

め
と
す
る
博
物
館
施
設
や
個
人
か
ら
、
図
録
、

年
報
、
歌
集
な
ど
多
く
の
資
料
寄
贈
を
受
け
ま

し
た
。
紙
幅
の
都
合
上
、
本
欄
で
は
割
愛
致
し

ま
す
が
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
二
）
購

　
　入

○
有
島
武
郎
自
筆
原
稿

　
「
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
『
神
』」
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平
成
二
十
六
年
度
資
料
収
蔵
報
告

平
成
二
十
六
年
度
資
料
収
蔵
報
告

三
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
露
出



※

詳
し
く
は
、
後
述
の
「
学
芸
部
門
活
動
報

告
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

○
「
狩
太
町
町
勢
要
覧

　昭
和
二
十
七
年
版
」

　
以
上
の
寄
贈
・
購
入
資
料
に
つ
い
て
は
、
適

切
な
保
存
処
理
や
資
料
自
体
の
調
査
終
了
後
、

閲
覧
・
公
開
に
供
し
ま
す
（
一
部
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
わ
る
資
料
に
関
し
て
は
、
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
一
部
資
料
の
詳
細
は
、

次
号
以
降
の
館
報
「
収
蔵
資
料
紹
介
」
欄
に
て

紹
介
す
る
予
定
で
す
。

○
有
島
武
郎
自
筆
原
稿「
神
」を
収
蔵
し
ま
し
た

　
こ
れ
は
、
有
島
武
郎
が
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
・

ウ
ォ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
詩
「
Ｇｏ
ｄｓ
」

を
翻
訳
し
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
一
月
二

日
発
行
の
『
大
阪
時
事
新
報
』
に
「
神
」
と
し

て
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
原
稿
で
す
。

　
武
郎
は
ア
メ
リ
カ
留
学
中
に
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン

の
詩
と
出
会
い
、
そ
の
生
き
様
に
強
い
影
響
を

受
け
ま
し
た
。
帰
国
後
に
は
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン

の
詩
を
翻
訳
し
、『
ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
詩
集
』（
全

二
集
・
叢
文
閣
）
と
し
て
出
版
す
る
ほ
か
、
ホ

イ
ッ
ト
マ
ン
に
関
す
る
講
演
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
「
神
」
は
、『
大
阪
時
事
新
報
』
に
掲

載
さ
れ
た
後
、
筆
が
加
え
ら
れ
て
、
同
年
十
一

月
十
一
日
に
、
札
幌
農
学
校
以
来
の
親
友
で
あ

る
足
助
素
一
が
経
営
す
る
叢
文
閣
よ
り
発
行
さ

れ
た
『
ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
詩
集
　
第
一
輯
』
に
も

掲
載
さ
れ
ま
す
。

　
原
稿
用
紙
は
、武
郎
が
愛
用
し
て
い
た
東
京
・

文
房
堂
製
の
五
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
枚
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
筆
記
具
は
、
黒
色
の
イ
ン
ク

を
使
用
し
た
万
年
筆
で
す
。
大
阪
時
事
新
報
社

宛
の
封
筒
も
付
随
し
て
お
り
、
消
印
は
東
京
・

麹
町
局
で
、
大
正
九
年
十
二
月
二
十
四
日
と
な

っ
て
い
ま
す
。

○
収
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
は
じ
め
ま

し
た

　
今
年
度
か
ら
、
有
島
武
郎
関
連
の
書
簡
を
は

じ
め
、
有
島
農
場
関
連
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
作

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
面
は
内
部
利
用
に
留

ま
り
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
、
一
部
館
蔵
資
料

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
公
開
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
調
査
・
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

六
年
度
ま
で
に
受
贈
・
購
入
し
た
資
料
に
関
す

る
調
査
、
企
画
展
実
施
に
関
す
る
調
査
・
研
究

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
の
う

ち
、論
文
等
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
す（
主

任
学
芸
員
　
伊
藤
大
介
）。

○
伊
藤
大
介
「
新
・
北
の
美
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馬
古
城
壁
」

　
平
成
二
十
六
年
七
月
発
行
、『
季
刊
Ｈ
ｏ
ｐ

ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
』
一
七
六
号

○
伊
藤
大
介
「〈
わ
が
館
自
慢
の
一
品
〉
黒
百

合
会
の
学
生
た
ち
」

　
平
成
二
十
六
年
九
月
十
六
日
北
海
道
新
聞
朝

刊
﹇
小
樽
・
後
志
﹈

○
伊
藤
大
介
「
有
島
武
郎
原
稿
「
神
」
及
び
書

幅
「
爾
自
身
を
知
れ
」
に
つ
い
て
」

　
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
発
行
、
全
国

文
学
館
協
議
会
紀
要
第
８
号

○
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
刷
新
し
ま
し
た

　
有
島
記
念
館
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
新
た
に
二

種
類
作
成
し
ま
し
た
。
一
つ
は
、
来
館
者
に
配

布
す
る
た
め
に
、
有
島
武
郎
の
生
涯
や
ニ
セ
コ

と
の
関
わ
り
を
詳
し
く
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
町
内
外
の
観
光
施
設
等
で
配
布

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
、
有
島
武
郎
の

生
涯
を
は
じ
め
、
有
島
記
念
館
の
館
内
や
周
辺

の
文
学
・
歴
史
遺
産
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
有
島
武
郎
青
少
年
公
募
絵
画
展
の
審
査
体
制

が
替
わ
り
ま
し
た

　
今
年
度
か
ら
、
有
島
武
郎
青
少
年
公
募
絵
画

展
の
審
査
体
制
を
従
来
の
三
名
か
ら
四
名
体
制

に
し
、
さ
ら
に
審
査
員
に
つ
い
て
も
新
た
な

方
々
を
お
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。
審
査
委
員
長

に
は
佐
藤
友
哉
氏(

札
幌
芸
術
の
森
美
術
館
館

長)

に
、
審
査
員
に
は
佐
藤
光
雄
氏(

全
道
展

会
員)

、
西
村
明
美(

道
展
会
員)

、
羽
山
雅
愉

氏(

全
道
展
会
員)

に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
有
島
武
郎
青
少
年
公
募
絵
画
展
図
録
を
発
行

し
ま
し
た

　
第
二
十
六
回
有
島
武
郎
青
少
年
公
募
絵
画
展

の
入
賞
・
入
選
作
、
審
査
員
講
評
な
ど
を
掲
載

し
た
図
録
を
作
成
し
ま
し
た
。
上
位
５
賞
と
奨

励
賞
に
つ
い
て
は
作
品
の
図
版
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
公
募
絵
画
展
入
賞
・
入
選
者

へ
の
副
賞
と
し
て
制
作
・
発
行
し
た
た
め
、
本

図
録
は
一
般
向
け
に
は
配
布
・
販
売
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

開
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

7

有島武郎青少年公募絵画展図録
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ニセコ
駅

●ニセコ町役場

●ニセコ
　ビュープラザ

有島記念館
　●

至函館

至
昆
布
温
泉

至
真
狩

至札幌

○
平
成
の
「
生
れ
出
づ
る
悩
み
」
２
０
１
４
展

の
巡
回

　
有
島
武
郎
の
代
表
作
「
生
れ
出
づ
る
悩
み
」。

こ
の
作
品
は
、
青
年
時
代
の
木
田
金
次
郎
が
、

自
ら
の
境
遇
や
絵
画
制
作
を
続
け
る
か
否
か
に

悩
ん
で
い
る
時
、
偶
然
に
札
幌
・
豊
平
川
畔
の

有
島
の
住
ま
い
を
見
つ
け
て
、
訪
問
し
た
こ
と

が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
小
説
で
す
。
こ
の
出
会
い

か
ら
百
年
目
に
あ
た
る
、
二
〇
一
〇
年
に
『
平

成
の
「
生
れ
出
づ
る
悩
み
」
二
〇
一
〇
』
コ
ン

テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の

コ
ン
テ
ス
ト
は
二
〇
一
二
年
に
も
開
催
さ
れ
て
、

今
回
が
三
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
特
徴
は
、
作
品
自
体
の

審
査
に
加
え
て
、
若
手
芸
術
家
が
抱
い
て
い
る

制
作
に
対
す
る
考
え
、
ま
た
制
作
や
発
表
に
ま

つ
わ
る
悩
み
と
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
も
審
査
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

優
れ
た
「
作
品
」
と
と
も
に
、
応
援
し
て
い
き

た
い
「
若
手
芸
術
家
」
を
選
ぶ
コ
ン
テ
ス
ト
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
も
前
回
と
同
様
に
、
五
人
の
作
家
が
入

選
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
過
去
二
回
の
入
選

者
の
近
年
の
活
動
や
作
品
も
紹
介
す
る
た
め
、

平
成
二
十
六
年
冬
の
岩
内
・
木
田
金
次
郎
美
術

館
を
皮
切
り
に
、
平
成
二
十
七
年
三
月
か
ら
六

月
ま
で
は
有
島
記
念
館
、
そ
の
後
、
道
東
、
道
北
、

道
央
の
文
化
施
設
を
巡
回
し
ま
す
。
巡
回
会
場

で
は
、
数
量
限
定
で
図
録
も
配
布
し
ま
す
。

　
春
を
迎
え
、
有
島
記
念
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
の
ご
相
談
を
頂
く
機
会
も
増
え
る
。
鉄

道
で
の
ご
来
町
を
お
考
え
の
方
に
は
、
主
に
、

二
通
り
の
ル
ー
ト
を
ご
提
案
し
て
い
る
。
ひ
と

つ
は
倶
知
安
駅
か
ら
の
バ
ス
と
徒
歩
、
も
う
ひ

と
つ
は
ニ
セ
コ
駅
か
ら
の
徒
歩
で
あ
る
。

　
倶
知
安
か
ら
の
経
路
は
、
初
め
て
有
島
武
郎

が
ニ
セ
コ
町
（
当
時
・
狩
太
村
）
の
農
場
を
訪

ね
た
時
の
そ
れ
に
似
る
。
二
十
三
歳
の
彼
は
、

馬
車
と
馬
と
を
乗
継
ぎ
、
訪
れ
た
。
同
じ
日
の

日
記
に
は
、
懊
悩
が
綴
ら
れ
た
。
今
で
言
う
大

学
を
卒
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
残
り
を
背
に
、
父

に
与
え
ら
れ
る
農
場
を
通
り
、
北
海
道
を
離
れ

る
旅
路
。
明
治
三
十
四
年
七
月
午
後
二
時
、
夏

花
お
ど
る
美
し
い
土
地
は
、
そ
の
目
に
ど
う
映

っ
た
ろ
う
か
。

　
脚
力
に
自
信
の
あ
る
方
に
は
、
ニ
セ
コ
駅
か

ら
「『
親
子
』
の
坂
」
を
経
由
す
る
道
を
お
勧

め
す
る
。
小
説
『
親
子
』
は
武
郎
の
自
伝
的
作

品
と
さ
れ
る
。
冒
頭
、
主
人
公
の
「
彼
」
は
こ

の
道
を
、
父
と
共
に
歩
む
。
秋
の
日
暮
れ
、
彼

は
三
十
代
の
間
際
で
、
ご
く
抑
え
ら
れ
た
憤
悶

を
抱
え
て
い
る
。
農
場
の
在
り
様
に
対
す
る
そ

の
思
い
は
、
作
中
、
一
つ
の
段
落
を
得
る
が
、

そ
の
と
き
に
彼
が
眺
め
た
も
の
は
、
雄
大
な
ニ

セ
コ
の
自
然
だ
っ
た
。

　
ど
の
道
を
辿
っ
て
も
、
や
が
て
目
に
入
る
有

島
記
念
館
の
姿
は
、
建
造
物
そ
れ
の
み
で
は
な

い
。
有
島
武
郎
が
愛
し
た
こ
の
大
地
と
合
す
る

姿
だ
。
武
郎
は
、
若
き
日
、
死
後
に
は
後
方
羊

蹄
山
の
麓
に
眠
り
た
い
と
言
っ
た
。
農
場
解
放

の
果
で
あ
る
「
狩
太
共
生
農
団
」
の
人
々
に
よ

っ
て
、
そ
し
て
ニ
セ
コ
町
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に

守
ら
れ
た
記
念
館
は
、
彼
の
望
み
を
叶
え
続
け

て
い
る
。

｜
皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
ス
タ
ッ
フ
・
金
沢
志
乃
）

平
成
二
十
六
年
度

▼
採

　
　用

主
任
学
芸
員

伊
藤
　
大
介
﹇
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
﹈

臨
時
職
員
　

金
沢
　
志
乃
﹇
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
〜

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
﹈

臨
時
職
員
　

荒
川
ひ
と
み
﹇
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
〜

五
月
二
十
二
日
﹈

臨
時
職
員
　

徳
保
　
由
紀
﹇
平
成
二
十
六
年
五
月
一
日
〜

十
一
月
三
十
日
﹈

臨
時
職
員
　

浅
井
　
遥
香
﹇
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
日

〜
十
一
月
三
十
日
﹈

洞爺湖

内浦湾

支笏湖

駒ヶ岳

奥尻島

大島

狩場山

神威山

大千軒岳

横津岳

遊楽部岳

群別岳

ピンネシリ

松前半島

亀田半島渡島半島

茂津田岬

稲穂岬尾花岬

恵山岬

汐首岬

雄冬岬

函館本線

札沼線

道央自動車道

道央自動車道

江差線

石勝線

小樽

室蘭

苫小牧

函館

奥尻空港

函館空港

札幌

登別

新千歳空港

江差

倶知安
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有
島
記
念
館
館
報

　第
十
四
号

　平
成
二
十
七（
二
〇
一
五
）年
三
月
三
十
一
日
発
行
（
年
刊
）

　編
集
・
発
行

　有
島
記
念
館

　
　制
作

　株
式
会
社
サ
ン
コ
ー

交通アクセス
自家用車　札幌、新千歳空港より自家用車で約2時間
JR　　　　ニセコ駅より徒歩約30分(約2.5km.)、タクシー5分
バス　　　道南バス[倶知安駅発]「有島記念館前」下車徒歩5分

有島記念館
〒048-1531　北海道虻田郡ニセコ町字有島57番地
TEL　0136-44-3245　FAX　0136-55-8484
e-mail arishima@town.niseko.lg.jp 
ホームページ
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
休館日　毎週月曜日（５月から９月は無休）、年末年始
駐車場　自家用車用約30台・大型バス用約10台
常設展観覧料
　一般500円、高校生100円
　年間入館券（発行年度内有効）大人800円、高校生200円
　20名以上の団体は400円。中学生以下とニセコ町在住
　の65歳以上は無料。

事
務
室
だ
よ
り

事
務
室
だ
よ
り

職

　員

　動

　向

職

　員

　動

　向

ブログも日々更新中です


